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 今年度も教育課程編成の時期が迫ってきました。昨年度、域 

内のほとんどの学校において「地域連携全体計画」及び「年間 

活動計画」の作成が進んでいます。それに基づいて地域と学校 

が連携した教育活動が展開され、教育活動の充実につながって 

きています。次年度、より充実した活動をするため、両計画の 

見直しを図ってください。そのため計画の作成の視点について 

改めてまとめてみました。 

今回は特に「地域連携全体計画」についてまとめてみました 

（「年間活動計画」については次回）。以下に中学校版の「全体 

計画例」を掲載しましたので、どうぞ参考にしてください。 

 ちなみに「地域連携全体計画」を作成するメリットは、下記 

のとおりです。 

 

 

福島県教育庁南会津教育事務所 
総務社会教育課 

<地域連携全体計画及び年間活動計画作成の意義> 

 

「全体計画」及び「年間計画」が整備されることで… 

 

○ 学校の教育目標と地域の連携・協働の取

組の関わりが明確になり、整合性が図られ

る。 

 

○ 各教科等における地域との連携・協働の

目的が明確になり、カリキュラム・マネジ

メントの確立につながる。 

 

○ 年間を通した地域との連携・

協働を計画的かつ効果的に進

めることができる。 

 

 

 

 学校の教育目標を具現化するために計画を作成し、連
携・協働活動がどう関わっているのかを明確にすること
で、各教科等における連携・協働活動が、学校の教育目標
の達成につながっていることを確認することができ、指導
の幅も広がる。 

〈視点１〉地域連携でめざす生徒像が学校の

教育目標との関わりで作成されている。 

〈視点２〉各教科・領域における努力点及び

具体策を明確にすることで、カリキュラ

ム・マネジメントの確立につながる。 

地域連携全体計画等を作成し、教育

課程に位置付けることで計画的・組織

的・継続的に地域との連携・協働した

取組を推進していくことができます。 

県社会教育課のＨＰには、その様式

集があり、ダウンロードして活用する

ことができますよ。 

 


